
Μεταπτυχιακά 名古屋大学大学院文学研究科 教育研究推進室年報 Vol. 3Μεταπτυχιακά 名古屋大学大学院文学研究科 教育研究推進室年報 Vol. 3

196

１．はじめに

　８世紀に成立した都市 “京都” は，かつての王城の
地としての性格から，都市構造と都市民俗とが密接な
かかわりを持っている。特に都市の周縁地域は，様々
な境界や，穢れ，聖なるものがイメージとして意識さ
れる，特殊な空間性を有しているとされる。調査者は
修士論文において，そうした周縁地域の持つ精神世界
と在地伝承との関わりについて考察する。中でもこれ
らの地域を舞台とした在地伝承として，小野篁の冥界
往来伝承を取り上げ，伝承と伝承地の関係や，伝承に
内包されている民俗意識について考察を行う予定であ
る。
　調査者は2007年度のフィールド調査実習プロジェ
クトに採択され，現在の京都に伝わる小野篁の伝承に
ついて，その概要把握を目的とした調査を行った。そ
の成果は教育研究推進室年報『メタプティヒアカ』２

号（2008年３月発行）において報告した。
　今年度は先の調査で未確認の部分や，調査によって
新たに生じた疑問点を追及し，修士論文作成にあたっ
て必要な調査資料の作成を主眼とした調査を行った。

２．調査期間

2008年８月６日～2008年８月25日の20日間

３．調査の目的と対象

　本調査の目的は，小野篁伝承の伝承母体である京都
の先祖供養行事，地蔵盆行事の実態把握と，行事の中
で語られる篁伝承の「成立・展開・伝播」と関わる資
料を採集することであった。
　調査者が対象とした京都の民俗行事は以下の通りで
ある。
　①　盂蘭盆会の「精霊迎え」・「精霊送り」
　　・ 六道珍皇室寺の六道まいり（８月７日～８月

10日）

　　・千本ゑんま堂のお精霊迎え（８月７日～８月
15日），お精霊送り（８月16日）

　　・大文字五山送り火（８月16日）
　　・嵯峨薬師寺の地蔵盆（８月24日）
　②　地蔵盆と六地蔵めぐり
　　・六地蔵めぐり（大善寺・浄禅寺・源光寺・上善

寺・徳林庵）（８月22日～23日）
　　・各町内の地蔵盆（８月23，24日）（開催日，日

数は町内によって異なる）
　このほか，京都市鷹峯町在住の K氏宅の盂蘭盆会
行事と鷹峯地区の３件の地蔵盆行事の観察を行った。

４．調査報告

4‒1　精霊迎え（六道まいり）

　精霊迎えは，盂蘭盆会に際して先祖の霊を迎える行
事である。京都では，８月７日～10日頃に墓参りを
し，その後特定の寺院に先祖の霊を迎えに行く。これ
を “精霊迎え（六道まいり）” という。精霊を迎える
場としては，東山の六道珍皇寺や千本鞍馬口の千本ゑ
んま堂（引接寺）が有名である。現在では両寺の他，
六波羅蜜寺や千本釈迦堂，壬生寺などでも行われてい
る。六道珍皇寺の行事は貞享元年（1684）刊の『雍州
府志』に現在と同様の行事の様子が記されており，ま
た千本ゑんま堂も明治28年（1895）刊の『京華要誌』
に，「六道会」と称される精霊迎えの行事を行ってい
た記録が見られるため，両寺の精霊迎えは他に比して
古いものと考えられる。そして両寺では，その寺伝の
中で小野篁の伝承が語られている1）。
　両寺は中世以来，洛中より京都の代表的な葬送地で
あった鳥辺野・蓮台野へと至る入り口に当たり，近世
には火屋（火葬場）等の置かれた野辺送りの場であっ
た。そうした土地的性格が，現在も両寺を “祖霊を迎
える地” として位置づけていると思われる。特に珍皇
寺のある六波羅地域は，清水寺や法観寺といった宗教
的聖地の入り口にあたり，この世とあの世の境目とさ
れる “六道の辻” にある西福寺，“市の聖” 空也を開

京都の都市民俗と伝承世界
──小野篁冥界往来譚を中心に
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“六道まいり” 期間中の六道珍皇寺門前付近

　　 同，西福寺門前。松原通り（旧五条大路）に面し， 
寺の東側の十字路が “六道の辻” と称される

　　　 千本ゑんま堂の “お精霊迎え”。先祖の戒名を 
書いた卒塔婆を水回向する
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基とする六波羅蜜寺など，鴨川を境として，地域全体
が現世と別世界とを繋ぐ周縁的な民俗を有している。
珍皇寺や西福寺には，「熊野観心十界図」など，地獄
の様相を描いた掛幅画が多く所蔵され，絵解きが行わ
れていたことが知られる。西福寺では先代住職の頃ま
で，住職と地元の有志が同図を絵解きする習俗が残っ
ていた。その活動は，2007年より京都造形大学近代
産業アート再生プロジェクト「まか通」の主催によ
り，関西学院大学の西山克教授によって復活されてい
る。

4‒2　京都の先祖供養と精霊送り

　精霊迎えによってこの世に帰ってきた先祖の霊は，
13日より（日蓮宗では12日より）のお盆を各家で過
ごす。各家では，仏壇に蓮の花を中心とした仏花を飾
り，白むし（餅米を蒸したもの）や野菜，あらめ，菓
子など，宗派によって決められた供物を仏壇に供え
る。精霊に供える供物で特徴的なのが，水茶碗に小さ

な蓮の葉と槙の葉を入れたものを供えることである。
槙は卒塔婆の水回向の際にも必ず使用される植物で，
精霊迎えの際に買い求める。祖霊はその葉に乗って家
に帰ってくるのだといわれている。かつては，この槙
を10日から13日までの間は家の井戸に逆さに吊して
おく習俗があった。京都では墓参りの際にも，墓石の
前の水受けに樒の葉を浮かべる2）。
　このようにお盆の期間を家で過ごした精霊は，16

日の “精霊送り” の行事によってあの世へと帰還す
る。精霊送りの代表的な行事が16日の夜に行われる
大文字五山送り火であるが，各家では送り火より先
に，盆の供物をかつては近郊の川に，現在は京都市が
設置する箱に納める。また16日の精霊のお膳に供え
るあらめは，精霊を送った後に，その黒いゆで汁を門
口に撒く3）。三条寺町にある矢田寺の鐘は，珍皇寺の
“迎え鐘” に対して “送り鐘” と呼ばれ，精霊を送る
為に多くの参詣者によって撞かれる。また千本ゑんま
堂や壬生寺，千本釈迦堂などでは，精霊送りのために
再度卒塔婆の水回向が行われる。そして16日の夜８

時，如意ヶ岳の大文字より順に送り火が灯され，精霊
はその火によってあの世へと帰還するのである。
　これら一連の行事が京都の盂蘭盆会であるが，この
時期には各地で精霊供養と共に施餓鬼供養も行われ，
多くの寺院に施餓鬼棚が設置されている。また，送り
火によって先祖はあの世へと帰還するが，22日～23

日の六地蔵めぐりにおいても卒塔婆の水回向は行わ
れ，23日，24日の化野念仏寺の千灯供養，24日の嵯
峨・薬師寺の地蔵盆における精霊送りが行われるな
ど，京都の８月は，「精霊月」として，丸一月をかけ
て先祖供養・施餓鬼供養が行われている。
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六角形の形をした伏見六地蔵・大善寺の地蔵堂

両脇には古い “お幡” が結ばれている

百万遍数珠繰り（数珠廻し）をする子供たち
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4‒3　地蔵盆

　地蔵盆は，８月の地蔵の縁日，24日に行われる地
蔵菩薩を祀る行事である。市内市外の各町内で行われ
る地蔵盆の他，六地蔵めぐりや，嵯峨・薬師寺の地蔵
盆などが行われている。
　22日，23日に行われる六地蔵めぐりは，京都へ向
かう街道の入り口六箇所に置かれた地蔵をめぐる行事
である。地蔵堂めぐりの行事の記録は，『源平盛衰記』
巻第六「西光卒塔婆」における “西光法師が京内への
入り口７箇所に６体の地蔵菩薩を安置した” という
“廻り地蔵” の記録が最も古い。その後も『資益王記』
文明14年（1482）７月24日条等に洛内の六箇所の地
蔵を廻ったという記録が見られ，こうしたことから地
蔵盆における地蔵巡礼行事は中世に遡るものであるこ
とがわかる。現在の六地蔵めぐりの行事は近世に整備
されたものであり，寛文５年（1665）写の『山城州宇
治郡六地蔵菩薩縁起』（大善寺蔵）では，現在６箇所
に分祀されている地蔵は，元は皆伏見地蔵の大善寺に
あって，小野篁の作であるとされている。行事の内容

は６箇所の各地蔵堂を廻り，５色の幡を集めて家内安
全や福徳招来を祈るものであるが，先の通り先祖供養
の意味も持たされている。参詣については，「新盆の
時に参る」「新盆から３年間参る」などとも言われて
いる4）。
　一方京都を中心とした関西地方の各地域で行われて
いる地蔵盆は，子供の行事である。その起源は悪霊が
町内に入るのを防ぐ道饗祭や道祖神祭祀などとされて
いるが5），これは後世に地蔵菩薩を，「子供を守護す
る菩薩」とする信仰が盛んになるにつれて，地域の
「子供の為の祭り」といった様相が強くなったものと
思われる。市内の各地区では，町内の地蔵の祠の前に
テントを張って子供の名を記した提灯を飾り，そこに
地域の子供たちを集めて様々な催し物を行う。約２日
間行われる行事の中心は，僧侶の読経の中皆で輪にな
って大きな数珠を廻す「百万遍数珠繰り（数珠廻し）」
であり，数珠廻しの後には，子供の背中を数珠でこす
り，子供たちの健康と安全を祈る。地域によっては，
28日に “大日盆” として同様の行事を行う地域もあ
り，地域の信仰行事であると共に，町内の繋がりを維
持し，親睦を計る意味で現在も大切にされているイベ
ントである。
　千本ゑんま堂では，昭和40年代頃，先代住職であ
る戸田弘如氏が，小野篁と当寺の精霊迎えの由来を描
いた “地獄・極楽の絵図” を，地蔵盆の際に持参し，
紙芝居のようにして，子供たちに披露していたとい
う。
　あの世で衆生を救済してくれるという地蔵菩薩の信
仰は，民間の地蔵信仰の多面的な要素の中でも，最も
重要なものの一つである。地蔵菩薩は，『地蔵十王経』
においては閻魔王の本地仏とされている。『雍州府志』
では，地蔵と閻魔，そして閻魔庁の冥官であるとされ
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る小野篁の関わりから，“京中の地蔵や閻魔の像は多
く小野篁の作である” と記されている。小野篁の冥界
往来の伝承は，近世以降現在に至るまで，主にこうし
た８月に行われる民俗行事と併せて，民間に語り伝え
られているのである。

4‒4　 近現代の小野篁伝承の展開 

──千本ゑんま堂の場合──

　先に挙げた通り，小野篁の冥界往来伝承は，現在も
市内各所において，お盆の民俗行事と併せて語られて
いる。本調査ではそれら現代の篁伝承の事例について
も調査を行ったが，特にそれらの中より千本ゑんま堂
の事例について報告する。
　千本ゑんま堂（引接寺）は，京都市上京区の千本通
り沿い，千本口にある寺院で，その成立は14世紀頃
とされている。本堂には本尊の丈六の閻魔王像の他，
両脇に司録・司命の大像が安置され，室町時代に描か
れた狩野派の絵師による地獄絵の大壁画が所蔵されて
いる。現在は小野篁を開祖，蓮台野葬送地を開いた定
覚上人を中興の祖としており，別棟の精霊堂に地蔵菩
薩像，小野篁像，定覚上人像が安置されている。また
境内には紫式部の供養塔とされる十三重の石塔があ
る。
　千本ゑんま堂の小野篁の伝承は，古くは17世紀に
刊行された『京雀』等の地誌に，小野篁を当寺の創建
や閻魔王像の建立者とする記述が見られる。しかしこ
の記述は18世紀の地誌類には見られず，地誌記録と
しては閻魔王像を本尊とする性格に付された一過性の
現象であったと考えられる6）。近代に入ると，先に挙
げた明治28年刊の『京華要誌』に “篁の本願による”
施餓鬼会の行事が行われていたことや，境内に小野篁
像が安置されていたことが記されており，この時点で
は，すでに “精霊迎え” の行事と関わる小野篁の伝承
が伝えられていたことが知られる。こうしたことか
ら，千本ゑんま堂において小野篁伝承が本格的に語ら
れるようになったのは近代以降と考えられる。
　また調査者は，本調査において，大正～昭和初年頃
に発行されたゑんま堂の大念仏狂言の絵葉書と附属の
略縁起を入手したが，その中では，ゑんま堂の開基は
定覚上人とされ，小野篁の名は見られなかった。ただ
し，大正４年（1915）刊の『京都坊目誌』では，寺の
開基や本尊の製作者を小野篁とする近世の記述を誤り
と記す一方，当寺に小野篁像が所蔵され “篁ゆかり
の” 精霊迎えの行事が行われているという記述が見ら
れることから，この時期に小野篁に関する伝承が存在

しなかったという訳ではないだろう。近代以前のゑん
ま堂では，当寺を興した人物として小野篁よりも定覚
上人の方がより強く主張されていたものと思われる。
　現在の寺伝の基礎となっているのは，昭和31年
（1956）に編纂された『千本ゑんま堂由来記』である。
この由来記に記された寺伝には，“当寺の精霊迎えは，
小野篁が地獄に赴いて閻魔王より亡者供養の法として
授かったものであり，篁は船岡山の麓の葬送地である
当地にて自ら閻魔王像を彫刻し，供養をした。そして
平安時代中期に，定覚上人が篁の建てた閻魔堂を一寺
院として確立させ，引接寺を興した。” と記され，小
野篁の伝説は従来主流であった定覚開基説の前史に付
され，開基定覚上人に対して，篁は当寺の開祖と位置
づけられている。
　現在も千本ゑんま堂では寺の伝統を引き継いで，小
野篁を当寺の開祖として祀っている。当代の住職であ
る戸田妙昭氏は現在篁を顕彰する活動を積極的に行っ
ており，篁の生没に由来する行事として６月の「風ま
つり」，12月の「篁忌」を年中行事に取り入れた7）。
中でも「篁忌」は，近江の小野地域にある小野篁神社
が，日本で最初に餅をついた神である米

たかねつきおおおみのみこと

餅搗大使主命
を祀っていることから，“篁由来の行事として” 餅つ
きを行っている。

５．ま と め

　本報告では，京都の小野篁冥界往来譚の伝承母体で
ある京都の精霊迎えをはじめとした現在の都市民俗に
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ついて，調査によって知りえた内容をまとめ，報告し
た。京都の８月は盂蘭盆や地蔵盆などにより，先祖や
あの世が大変身近な存在となる時期である。その中で
小野篁の伝承は行事の意味を分かりやすく明示すると
共に，行事が行われる場所の特殊性を象徴的に示して
いる。それはまた都市空間におけるこれらの伝承の平
面的な展開は，そのまま都市の文化的な地域区分にも
通じる8）。
　動的な活動である伝承には，それが生まれ，語られ
る背景に，時代の動向や，人々の生活があることも忘
れてはならない。明川忠夫氏は，近世以降葬送地に小
野篁の伝承が生じた背景に，これらの場所を支配した
三昧聖の勧進活動があった可能性を示唆しているが，
そうして発生した伝承の展開を考える上では，千本ゑ
んま堂の事例はその変容の様相をより具体的に追う事
の出来る好例であろう。
　また，京都は国内有数の観光都市でもある。今夏，
京都市観光協会主催の夏期観光客誘致キャンペーン
“京都夏の旅” の一環として，定期観光バス特別コー
ス「京の異界めぐり」が企画された。その中に小野篁
伝承を伝える六道珍皇寺や千本ゑんま堂も組み込ま
れ，同時に行われた特別拝観も併せて，例年以上に多
くの人々が両地を訪れた。このことは，特にこれまで
西陣地域の町堂であった千本ゑんま堂にとっては近年
まれにみる事態であり，そうした事態が今後の当寺の
伝承にどのような影響を与えることになるのかという
ことも，注目すべきところである。
　修士論文では，本調査における成果をふまえ，小野
篁の冥界往来譚が，京都の都市文化や都市民俗の中で
歴史的にどのように生きづいてきたのかについて，そ

の全容を明らかにしたいと思う。

注

１） 両寺の篁伝承の詳細は，『メタプティヒアカ』２号（教育
研究推進室年報，2008年）所収の拙稿を参照。

２） 八木透氏は，これら精霊の依り代と考えられる槙・樒と水
との関わりについて，水の持つ「鎮送的呪力」により精霊が
スムーズにこの世とあの世の境界を越える事の出来るものと
して意識されていると指摘している。［八木：1986］

３） 『京都歳時記』（宗政五十緒・森谷尅久編，淡交社1986年）
「追い出しあらめ」の項。また鷹峯在住の K氏宅でも，先代
の頃まで行われていた習俗である。

４） 『京都歳時記』（注３参照）「六地蔵めぐり」の項。また高
橋渉氏の1981年の調査では，六地蔵めぐりの動機は，「供養」
が４割強・「家内安全，健康祈願」が４割弱であったという。
［高橋：1981］
５） 『日本仏教史辞典』（第一版，吉川弘文館，1999年）「地蔵
盆」の項。

６） このことは井阪康二氏が同様に指摘している。
７） 「風まつり」は平成16年，「篁忌」は平成18年より行われ
ている。

８） 林家辰三郎氏は，京都の都市民の生活圏を２つに分け，六
道珍皇寺・千本ゑんま堂がそのそれぞれの内にあることを指
摘している。［林屋：1962］
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